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研究課題名 剪断力の働く気液界面を通してのスカラー輸送機構の解明と輸送量の評価

－流体工学でしか出来ない大気・海洋間の炭酸ガス及び熱の交換量の正確な評価－

研究の概要等 スカラー（炭酸ガス等の温暖化物質および熱）の大気・海洋間での

輸 送 機 構 の 解 明 と 輸 送 量 の 正 確 な 評 価 を 行 う こ と は 、 地 球 の 温 暖 化

予 測 の 信 頼 性 を 高 め る 上 で 極 め て 重 要 で あ る 。 し か し 、 国 内 外 の 既

存 の 温 暖 化 予 測 モ デ ル の 中 に 使 用 さ れ て い る 物 質 お よ び 熱 の 輸 送 モ

デ ル は 物 質 お よ び 熱 の 交 換 量 を 海 水 面 上 の 風 速 の 単 純 な 増 加 関 数 と

して与える便宜的なものに過ぎず、その信頼性に著しく欠けている。

そこで、本研究では、剪断力の働く風波気液界面を通しての物質お

よび熱の輸送機構を海洋のシミュレーション装置である風波水槽を用

い た 室 内 実 験 に よ り 流 体 工 学 的 に 解 明 す る と と も に 、 物 理 的 知

見 に 基 づ い た 信 頼 性 の 高 い 物 質 お よ び 熱 の 輸 送 モ デ ル を 構

築 す る こ と を 目 的 と す る 。 具 体 的 に は 、 物 質 お よ び 熱 の 輸

送 に 及 ぼ す 剪 断 力 、 砕 波 、 う ね り 、 密 度 成 層 、 界 面 汚 染 、 雨

な ど の 効 果 を 明 ら か に し 、 こ れ ら の 効 果 を パ ラ メ ー タ と し て 輸

送 モ デ ル に 組 み 入 れ る こ と に よ り 大 気 ・ 海 洋 間 で の 物 質 お よ

び 熱 の 交 換 量 評 価 の 精 度 向 上 に 貢 献 す る こ と を め ざ す 。
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